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Jul 16-18；富山． 
25) 米田 哲，米田徳子，福田香織，吉江正紀，塩崎有宏，齋藤 滋．未破水切迫早産に対する黄体ホルモンの臨床的
効果について－妊娠 36 週まで妊娠延長した症例において－．第 64 回北日本産科婦人科学会；2016 Sep 17-18；札幌． 
26) Nakashima A, Shima T, Aoki A, Inada K, Yoneda S, Shiozaki A, Yoshino O, Sharma S, Saito S. “ Preeclampsia (PE) serum 
disrupts the autophagy/lysosome pathway cooperated with endoplasmic reticulum (ER) stress. 第 68 回日本産科婦人科学会
学術講演会；2016 Apr 22-24；東京．（2016, International session, Best award.） 
27) 中島彰俊．シンポジウム 8"「妊娠高血圧症候群の新知見」“妊娠高血圧腎症発症機序の解明に向けて－lysosome/ 
Autophagy 経路から観た新たな概念”．第 52 回日本周産期・新生児医学会学術集会；2016 Jul 16-18；富山． 
28) 中島彰俊．シンポジウムⅡ「妊娠高血圧症候群の病因論－ブラックボックスにいどむ－」“胎盤オートファジー抑制
は妊娠高血圧症候群発症リスクである”．第 37 回日本妊娠高血圧学会学術集会；2016 Oct 7-8；大宮． 
29) 中島彰俊．シンポジウム 1「トロホブラスト・リサーチ Current Topics ＆ Future Goals」“妊娠高血圧腎症患者血清は
小胞体ストレスと共に絨毛細胞のオートファジーを破綻させる”．第 24 回日本胎盤学会学術集会；2016 Nov 25-26；
和歌山． 
30) 島 友子，黒崎 亮，佐藤 翔，矢野友梨，小笠原仁子，宮坂亞希，薮野 彰，今井雄一，吉田裕之，長谷川幸清，
藤原恵一．婦人科悪性腫瘍における緩和的人工肛門造設の有用性．第 57 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会；2016 Jul 
8-10；米子． 
31) 島 友子，牛島明美，稲田貢三子，中島彰俊，吉野 修，齋藤 滋．精漿によるプライミングによる父親抗原特異
的母児免疫寛容の誘導．第 61 回日本生殖医学会 シンポジウム 7 不育症の過去・現在・未来；2016 Nov 3-4；横浜． 
32) 島 友子，牛島明美，津田さやか，稲田貢三子，中島彰俊，吉野 修，齋藤 滋．妊娠成立維持における父親抗原
特異的免疫寛容の誘導．第 31 回日本生殖免疫学会 シンポジウム 3 母児接点の免疫異常；2016 Dec 2-3；神戸． 
33) 牛島明美，島 友子，稲田貢三子，中島彰俊，吉野 修，齋藤 滋．マウスアロ交配では精漿のプライミングによ
り免疫寛容誘導性樹状細胞が誘導され父親抗原特異的 Treg 細胞を増加させる．第 31 回日本生殖免疫学会学術集会 
学会賞；2016 Dec 2-3；神戸． 
34) 米田徳子，米田 哲，仁井見英樹，上野智浩，小林 睦，安田一平, 津田さやか，福田香織，稲坂 淳，伊藤実香，
塩﨑有宏，川﨑裕香子，田村賢太郎，牧本優美，吉田丈俊，北島 勲，足立雄一，齋藤 滋．子宮内炎症および病
原微生物の的確な評価と新たな周産期管理法．第 34 回周産期学シンポジウム；2016 Feb 5-6；神戸． 
35) 米田徳子，米田 哲，塩﨑有宏，才津義亮，津田 桂，青木藍子，福田香織，齋藤 滋．自然後期流産，早産の胎
盤では有意に Ureaplasma,Mycoplasma と細菌混合感染が高率で，適切な抗菌薬治療により妊娠延長が期待できる．第
68 回日本産婦人科学会学術集会；2016 Apr 21-24；東京． 
36) 米田徳子，米田 哲，福田香織，吉江正紀，塩﨑有宏，齋藤 滋．シンポジウム 3「早産の現状と新たな予防治療
への期待」抗菌薬の適正利用．第 52 回日本周産期・新生児医学会学術集会；2016 Jul 16-18；富山． 
37) 米田徳子，米田 哲，塩﨑有宏，齋藤 滋．シンポジウム 羊膜バンク～設立から応用へ～羊膜バンクの設立 産婦
人科医の立場から．第 15 回日本組織移植学会学術集会；2016 Aug 28；富山． 
38) 米田徳子，米田 哲，新居絵理，太知さやか，福田香織，吉江正紀，塩﨑有宏，齋藤 滋．抗菌薬治療により子宮
内病原微生物は消失するのか？－迅速高感度 PCR 法を用いた検討－．第 24 回日本胎盤学会学術集会；2016 Nov 
25-26；和歌山． 
39) 吉江正紀，米田徳子，新居絵理，太知さやか，草開 妙，福田香織，米田 哲，塩﨑有宏，齋藤 滋．当院で管理
した preterm PROM の臨床検討．第 44 回北陸産婦人科学会；2016 May 22；金沢．（優秀演題賞受賞） 
40) 稲田貢三子，才津義亮，津田 桂，鮫島 梓，中島彰俊，吉野 修，齋藤 滋．卵巣癌による pseudo-Meigs 症候群
の一例．平成 27 年度富山県産科婦人科学会 第 5 回例会・特別講演会；2016 Jan 12；富山． 
41) 稲田貢三子，大北恭子，川口美保子，津田 桂，鮫島 梓，島 友子，中島彰俊，吉野 修，齋藤 滋．術中迅速
診断を用いた子宮体癌Ⅰ期の治療成績についての検討．第 64 回北日本産科婦人科学会学術講演会；2016 Sep 17-18；
札幌． 
42) Sameshima A, Wada T, Yonezawa R, Sasaoka T, Saito S. Effect of the dipeptidyl peptidase-4 inhibitor teneligliptin on glucose 
metabolism in ovariectomized mice on a high-fat diet. 第 68 回日本産科婦人科学会学術講演会；2016 Apr 22-24；東京．
（ポスター） 
43) 福田香織，米田 哲，生水貫人，田中智子，伊東雅美，吉江正紀，米田徳子，塩﨑有宏，齋藤 滋．羊水過少、子
宮内胎児死亡に至り、fetal thrombotic vasculopathy が強く疑われた一例．第 52 回日本周産期・新生児医学会学術集会；
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2016 Jul 16-18；富山．（ポスター） 
44) 伊東雅美，猪又智実，川﨑裕香子，太田安孝，田村賢太郎，牧本優美，吉田丈俊．先天性肺気道形成異常（CPAM）
における肺容量と肺肝信号比の臨床的意義．第 30 回北陸周産期・新生児研究会；2016 Oct 16；石川． 
45) 伊東雅美，米田徳子，生水貫人，田中智子，福田香織，吉江正紀，米田 哲，塩﨑有宏，齋藤 滋．全前置胎盤の
子宮底部横切開法（小辻式）後に妊娠 37 週で生児を得た一例．第 52 回日本周産期・新生児医学会学術集会；2016 Jul 
16-18；富山．（ポスター） 
46) 小野洋輔，吉野 修，才津義亮，生水貫人，津田 桂，鮫島 梓，稲田貢三子，島 友子，中島彰俊，齋藤  滋．
チョコレート嚢胞に対しホルモン治療施行中に発生した卵巣癌の 2例．第 58回日本婦人科腫瘍学会学術講演会；2016 
Jul 8；鳥取．（ポスター） 
47) 草開 妙，米田徳子，福田香織，新居絵理，太知さやか，吉江正紀，米田 哲，塩﨑有宏，齋藤 滋．妊娠高血圧
腎症早発型は長期神経発達予後の不良因子となり得るか．第 37 回日本妊娠高血圧学会学術集会；2016 Oct 7-8；大
宮． 
48) 田中智子，新居絵理，太知さやか，草開 妙，福田香織，吉江正紀，米田徳子，米田 哲，塩﨑有宏，齋藤 滋．
新生児死亡に至った妊娠 33 週両側胎児胸水の一例．平成 28 年度富山県産科婦人科学会第 1 回例会・特別講演会；
2016 Apr 28；富山． 
49) 田中智子，島 友子，大北恭子，川口美保子，津田 桂，鮫島 梓，稲田貢三子，中島彰俊，吉野 修，齋藤 滋．
DIC を併発した巨大子宮筋腫の一例．平成 28 年度富山県産科婦人科学会第 3 回例会・特別講演会；2016 Oct 12；富
山． 
50) 小林 睦，米田徳子，米田 哲，安田一平，塩崎有宏，齋藤 滋．早産児の 3 歳時神経学的予後不良因子は妊娠高
血圧症候群（PIH）と脳室周囲白質軟化症（PVL）である．第 68 回日本産科婦人科学会学術講演会；2016 Apr 22-24；
東京． 
51) 新居絵理，福田香織，太知さやか，草開 妙，吉江正紀，米田徳子，米田 哲，塩崎有宏，齋藤 滋．胎児間輸血
症候群をきたした二絨毛膜三羊膜品胎妊娠で胎児鏡下胎盤吻合血管レーザー凝固術が奏功した 1 例．第 64 回北日本
産科婦人科学会学術講演会；2016 Sep 17-18；札幌． 
52) 大北恭子，島 友子，川口美保子，田中智子，津田 桂，鮫島 梓，稲田貢三子，中島彰俊，吉野 修，齋藤 滋．
術前に上皮性卵巣癌を強く疑った卵巣 cellular fibroma の一例．第 64 回北日本産科婦人科学会学術講演会；2016 Sep 
17-18；札幌． 
53) 川口美保子，鮫島 梓，大北恭子，田中智子，津田 桂，稲田貢三子，島 友子，中島彰俊，吉野 修，齋藤 滋．
子宮頸癌の同時化学放射線療法施行後ダグラス窩穿孔により小腸が脱出した一例．第 44 回北陸産婦人科学会；2016 
May 22；金沢． 
54) 川口美保子，島 友子，鮫島 梓，大北恭子，田中智子，津田 桂，稲田貢三子，中島彰俊，吉野 修，齋藤 滋．
当院における子宮頸癌に対する同時化学放射線療法（CCRT）後の瘻孔形成の検討．第 64 回北日本産科婦人科学会；
2016 Sep 17-18；札幌． 
55) 太知さやか，米田徳子，草開 妙，新居絵理，福田香織，吉江正紀，米田 哲，塩﨑有宏，齋藤 滋．羊水迅速高
感度 PCR 細菌陽性で抗菌薬治療を行い妊娠延長が得られた妊娠 21 週頸管内胎胞形成の一例．中日本産婦人科セミ
ナー；2016 Jul 30-31；新潟． 
56) 太知さやか，米田徳子，生水貫人，草開 妙，伊東雅美，新居絵理，福田香織，吉江正紀，米田 哲，塩崎有宏，
齋藤 滋．良好な転帰を得られた総肺静脈環流異常症（total anomalous pulmonary venous return: TAPVR）既往妊娠の
一例．第 64 回北日本産科婦人科学会；2016 Sep 17-18；札幌． 
57) 米澤理可，鮫島 梓，米田徳子，齋藤真実，齋藤 滋．NK 活性高値を示す不育症患者に対する漢方治療と気血水ス
コアの応用．第 36 回産婦人科漢方研究会学術集会；2016 Sep 4；東京． 
58) Aoki A, Kumasawa K, Nakashima A, Saito S. Trophoblast specific conditional Atg7 knockout pregnant mice develop 
gestational hypertension. 第 68 回日本産科婦人科学会学術講演会；2016 Apr 22-24；東京． 
59) 青木藍子，伊川正人，熊澤恵一，中島彰俊，吉森 保，齋藤 滋．トロホブラスト特異的オートファジー欠損は妊
娠高血圧症発症に寄与する．第 37 回日本妊娠高血圧学会学術集会；2016 Oct 7-8；大宮． 
60) 青木藍子，生水貫人，田中智子，伊東雅美，小野洋輔，津田さやか，吉江正紀，伊藤実香，米田徳子，吉野 修，
齋藤 滋．当院不育症外来を受診した不育症患者の原因、治療、予後について．第 34 回日本受精着床学会総会・学
術講演会；2016 Sep 15-16；軽井沢． 
61) 才津義亮，米田徳子，津田 桂，青木藍子，福田香織，米田 哲，塩﨑有宏，齋藤 滋．当院における胎児胸水症
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例 11 例の後方視的検討．第 68 回日本産科婦人科学会学術講演会；2016 Apr 22-24；東京．（ポスター） 
62) Shozu K, Shima T, Tsuda S, Ito M, Sameshima A, Ito M, Nakashima A, Yoshino O, Saito S. Three cases of gynecological 
malignant tumor that resulted in thrombocytopenia during an anticoagulant therapy. 第 68 回日本産科婦人科学会学術講演
会；2016 Apr 22-24；東京．（ポスター） 
63) 生水貫人，塩﨑有宏，田中智子，伊東雅美，福田香織，吉江正紀，米田徳子，米田 哲，齋藤 滋．妊娠中に胎児
右肺欠損症と診断し得た 1 例．第 52 回日本周産期・新生児医学会学術集会；2016 Jul 16-18；富山．（ポスター） 
64) 牛島明美，島 友子，稲田貢三子，中島彰俊，吉野 修，齋藤 滋．マウスアロ交配では精漿のプライミングによ
り免疫寛容誘導性樹状細胞が誘導され父親抗原特異的 Treg 細胞を増加させる．第 31 回日本生殖免疫学会総会・学
術集会；2016 Dec 2-3；神戸．（学会賞） 
65) 能瀬さやか．女性アスリートへのヘルスケア．第 89 回日本内分泌学会学術集会；2016 Apr 22；京都． 
66) 能瀬さやか．女性アスリートの疲労骨折予防に向けて．第 89 回日本整形外科学会学術総会；2016 May 13；神奈川． 
67) 能瀬さやか．女性アスリートとスポーツ～競技チャレンジの経験から～．日本整形外科スポーツ医学会第 16 回大学
生・高校生のためのスポーツ医学セミナー；2016 Aug 27；徳島． 
68) 能瀬さやか．思春期アスリートの健康管理．第 35 回日本思春期学会総会・学術集会；2016 Aug 27；東京． 
69) 能瀬さやか．女性アスリートの無月経と摂食障害．第 20 回日本摂食障害学会学術集会；2016 Sep 4；東京． 
70) 能瀬さやか．女性アスリートの月経周期異常の現状とその予防．第 27 回日本臨床スポーツ医学会学術集会；2016 Nov 
5；千葉． 
71) 能瀬さやか．女性アスリートの低骨量と疲労骨折へ影響を与える因子についての検討．第 27 回日本臨床スポーツ医
学会学術集会；2016 Nov 5；千葉． 
72) 能瀬さやか．女性アスリートの調査報告と今後の取り組み～2020 年東京オリンピック・パラリンピック後も見据え
て～．第 31 回日本女性医学学術集会；2016 Nov 6；京都． 
 
◆ その他 
1) 齋藤 滋．早産の病態に関する最近の知見 Current topics of pathophysiology of preterm delivery．名古屋大学「大学院
特論」；2016 Jan 14；名古屋．（招待講演） 
2) 齋藤 滋．ドクターズインタビュー「不育症治療の標準化」．i-wish...ママになりたい／不妊症と不育症．不妊治療
情報センター編．2016 Jan 20：8-9． 
3) 齋藤 滋．医療人としてのキャリアパスをどのようにして決定していくか．キャリアパス講義；2016 Feb 17；富山． 
4) 齋藤 滋．これまで謎とされてきた妊娠高血圧症候群の病因・病態を明らかにする．第 15 回和歌山産婦人科病診連
携研究会；2016 Mar 12；和歌山．（招待講演） 
5) 齋藤 滋．関節リウマチ罹患女性への妊娠・出産のサポート－妊娠免疫の立場から－．高知リウマチカンファレン
ス；2016 Mar 16；高知．（招待講演） 
6) 齋藤 滋．免疫学的妊娠維持機構から見た自己免疫疾患合併妊娠管理．第 17 回阪神リウマチ性疾患症例検討会；2016 
Mar 17；甲子園．（招待講演） 
7) 齋藤 滋．切迫流早産における最新の知見．第 22 回北海道周産期研修会；2016 Mar 19；札幌．（招待講演） 
8) 齋藤 滋．免疫からみた妊娠維持機構．1 型糖尿病の成因を考える会；2016 Apr 9；東京．（招待講演） 
9) 齋藤 滋．羊水内病原体検出システムを確立し、見えてきたこと．妊婦の感染と早産を考える会；2016 May 14；福
岡．（招待講演） 
10) 齋藤 滋．免疫学的妊娠維持機構から見た自己免疫合併妊娠管理．北摂免疫フォーラム；2016 May 20；大阪．（招
待講演） 
11) 齋藤 滋．子宮内感染、炎症からみた早産の病態．RSV Japan Global Experts’Meeting；2016 Jun 11；東京．（招待講
演） 
12) 齋藤 滋．不育症の最近の話題．第 9 回広島生殖医療研究会；2016 Jun 11；広島．（招待講演） 
13) 齋藤 滋．自己免疫疾患患者の妊娠・出産を考える．富山県膠原病患者会；2016 Jul 2；富山．（招待講演） 
14) 齋藤 滋．新専門医制度概要説明．富山大学附属病院臨床研修説明会；2016 Jul 6；富山． 
15) 齋藤 滋．流産、早産、妊娠高血圧症候群という三大産科疾患の病態解明と治療への試み．第 95 回未来医療セミナ
ー 大阪大学；2016 Jul 28；大阪．（招待講演） 
16) 齋藤 滋．指導者、部局長の意識の改革の必要性．ダイバーシティ研究環境実現シンポジウム；2016 Sep 21；富山． 
17) 齋藤 滋．免疫学的妊娠維持機構からみた自己免疫疾患合併妊娠の治療－抗 TNF 抗体を中心として－．愛媛リウマ
− 166 −
チ研究会 特別講演；2016 Sep 24；愛媛．（招待講演） 
18) 齋藤 滋．関節リウマチ（RA）ならびに炎症性腸疾患（IBD）患者が妊娠・出産できる体制作り．第 22 回石川リウ
マチ薬物治療研究会；2016 Oct 1；金沢．（招待講演） 
19) 齋藤 滋．免疫からみた妊娠維持機構とその破綻．医療パラダイムシフト推進協議会・研究会；2016 Nov 11；東京．
（招待講演） 






23) 吉野 修，野本かおり，小野洋輔，齋藤 滋．子宮内膜症におけるニコチン性 α7 受容体発現とその作用に関する検
討．喫煙科学研究財団 研究発表会；2016 Jul 20；東京． 
24) 米田 哲，齋藤 滋．実は切迫早産に対する適切な抗菌薬治療は，有効である可能性があった！．第 4 回賢英周産
期フォーラム；2016 May 21；千葉． 
25) 米田 哲，齋藤 滋．こんなにおなか張ってます！入院？点滴（Tocolysis）？するの？しないの？．第 4 回賢英周
産期フォーラム；2016 May 21；千葉． 
26) 塩﨑有宏．ドクターズ・クラーク研修 産科編．富山大学；2016 Sep 28；富山． 
27) 米田徳子．母児の予後からみた娩出のタイミングと方法 子宮内炎症および病原微生物の的確な評価と新たな周産期
管理法．周産期シンポ．2016；34：35-9． 
28) 米田徳子．エイズ・性感染症予防健康教育 いのち（生）と性．専門学校富山ビューティーカレッジ；2016 Jul 14；
富山． 
29) 米田徳子，米田 哲，福田香織，生水貫人，伊東雅美，田中智子，吉江正紀，塩﨑有宏，齋藤 滋．当院で管理し
た preterm PROM の過去 10 年間の臨床的検討．富山県母子医療検討会；2016 Mar 16；富山． 
30) 米田徳子．富山大学女性研究者支援の試み－各部局の現状と挑戦－「男女共同参画－各部局の現状と挑戦－」．ダイ
バーシティ研究環境実現シンポジウム；2016 Sep 21；富山． 
31) 米田徳子．迅速高感度 PCR 法による子宮内病原微生物の的確な評価と切迫早産の新たな周産期管理法．Toyama 
Science GALA 2016 若手部門 学長特別賞受賞；2016 Sep 30；富山．（ポスター） 
32) 米田徳子．エイズ・性感染症予防健康教育 いのち（生）と性．富山東高等学校；2016 Dec 8；富山． 
33) 米田徳子．特集 羊膜再生医療｢捨てられる羊膜を利用すれば、病気の治療に役立ちます！｣．富山大学附属病院だよ
り かわら版．2016；133． 
34) 稲田貢三子．エイズ・性感染症予防健康教育 もう一度考えよう－性と生－．富山県立富山西高等学校；2016 Jul 6；
富山． 
35) 稲田貢三子．エイズ・性感染症予防健康教育 もう一度考えよう－性と生－．富山市立西部中学校；2016 Oct 26；富
山． 
36) 稲田貢三子．エイズ・性感染症予防健康教育 もう一度考えよう－性と生－．富山市立和合中学校；2016 Nov 30；
富山． 
37) 稲田貢三子．エイズ・性感染症予防健康教育 もう一度考えよう－性と生－．富山市立山田中学校；2016 Dec 14；富
山． 
38) 鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山市立北部中学校；2016 Jul 4；富山． 
39) 鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 富山高等学校；2016 Jul 8；富山． 
40) 鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山市立水橋中学校；2016 Sep 15；富山． 
41) 鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 雄峰高等学校；2016 Sep 15；富山． 
42) 鮫島 梓．第 12 回ヘルスアップセミナー 女性のための医学講座 更年期周辺を上手に乗り切りましょう～成人病発
症予防も含めて～；2016 Nov 5；富山． 
43) 鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山市立大泉中学校；2016 Nov 10；富山． 
44) 鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山市立水橋中学校；2016 Nov 11；富山． 
45) 鮫島 梓．平成 28 年度スポーツ少年団認定育成員研修会 女性アスリート健康支援；2016 Nov 12；金沢． 
46) 鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 富山工業高等学校；2016 Nov 18；富山． 
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47) 福田香織．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと姓．富山県クリエイティブ専門学校；2016 Jun 27；富山． 
48) 福田香織．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと姓．富山県立不二越工業高等学校；2016 Dec 7；富山． 
49) 小野洋輔，才津義亮，津田 桂，鮫島 梓，稲田貢三子，伊藤実香，島 友子，中島彰俊，吉野 修，齋藤  滋．
チョコレート嚢胞に対しホルモン治療施行中に発生した卵巣癌の 2 例．富山県子宮内膜症セミナー；2016 Jan 30；
富山． 
50) 川崎裕香子，牧本優美，吉田丈俊，才津義亮，米田徳子，米田 哲，塩崎有宏，齋藤 滋．非免疫性胎児水腫の娩
出時期に関する検討．第 19 回富山県母子医療研究会；2016 Mar 16；富山． 
51) 能瀬さやか．月経周期とコンディションについて．全日本アーチェリー連盟 ナショナル合宿講習会（U-17）；2016 Jan 
8；東京． 
52) 能瀬さやか．女性アスリート特有の健康問題．日本体育協会公認スポーツ栄養士更新講習会；2016 Jan 10；徳島． 
53) 能瀬さやか．月経周期とコンディションについて．全日本アーチェリー連盟ナショナル合宿講習会（U-20）；2016 Jan 
20；東京． 
54) 能瀬さやか．女性アスリートが抱える女性特有の問題へ対する対応．宮城県体育協会 平成 27 年度第 2 回女性アス
リート強化対策会議及び研修会；2016 Feb 13；宮崎． 
55) 能瀬さやか．月経周期とコンディショニング．女性競技種目戦略的強化プログラム（ハンドボール）；2016 Feb 17；
東京． 
56) 能瀬さやか．女性アスリートの月経周期とコンディショニング．千葉県体育協会 平成 27 年第 4 回千葉県スポーツ
指導者研修会；2016 Feb 21；千葉． 
57) 能瀬さやか．健常者・障がい者アスリートの月経対策を考える．三重大学女性アスリートの戦略的強化に向けた調
査研究；2016 Feb 24；三重． 
58) 能瀬さやか．女性アスリートの健康管理．姫路市医師会 平成 27 年度健康スポーツ医学再研修会；2016 Mar 12；兵
庫． 
59) 能瀬さやか．女性アスリートの障害予防とコンディショニング．横浜市医師会 第 65 回横浜スポーツ医会研修講演
会；2016 Apr 9；神奈川． 
60) 能瀬さやか．女性アスリートの健康管理．島根県医師会 平成 28 年度島根県医師会健康スポーツ医部会・学校医部
会合同研修会；2016 Jun 12；島根． 
61) 能瀬さやか．女性アスリートに見られる疾病と治療、アンチ・ドーピングの基礎知識．女性アスリート健康支援委
員会；2016 Jul 2；滋賀． 
62) 能瀬さやか．女性アスリートに見られる疾病と治療、アンチ・ドーピングの基礎知識．女性アスリート健康支援委
員会；2016 Jul 3；福島． 
63) 能瀬さやか．女性アスリートに見られる疾病と治療、アンチ・ドーピングの基礎知識．女性アスリート健康支援委
員会；2016 Jul 24；岡山． 
64) 能瀬さやか．スポーツ女子における月経異常とその対策．千葉県養護教諭会養護教諭ステップアップセミナー2016；
2016 Jul 28；千葉． 
65) 能瀬さやか．女性アスリートに見られる疾病と治療、アンチ・ドーピングの基礎知識．女性アスリート健康支援委
員会；2016 Sep 3；大阪． 
66) 能瀬さやか．女性アスリートに見られる疾病と治療、アンチ・ドーピングの基礎知識．女性アスリート健康支援委
員会；2016 Sep 22；冨山． 
67) 能瀬さやか．女子生徒特有の課題 日本中学校体育連盟運動部活動指導者の指導者養成研修会；2016 Sep 30；東京． 
68) 能瀬さやか．女性アスリートの健康と傷害防止について．山形県体育協会山形県スポーツ指導者講習会；2016 Oct 
15；山形． 
69) 能瀬さやか．思春期女子団員の健康管理について．平成 28 年度スポーツ少年団認定育成員研修会；2016 Oct 22；東
京． 
70) 能瀬さやか．女性アスリートの健康．日本産科婦人科学会女性のヘルスケアアドバイザー養成プログラム；2016 Oct 
23；東京． 
71) 能瀬さやか．女性アスリートに見られる疾病と治療、アンチ・ドーピングの基礎知識．女性アスリート健康支援委
員会；2016 Oct 26；青森． 
72) 能瀬さやか．水泳選手の月経対策．日本水泳連盟公認水泳コーチ研修会；2016 Nov 12；広島． 
73) 能瀬さやか．シンクロ世界ジュニア大会報告 2016 年度水泳競技メディカルサポート研究会；2016 Nov 12；東京． 
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74) 能瀬さやか．女子選手の健康管理．富山県中学校体育連盟陸上競技冬季トレーニング講習会・指導者講習会；2016 Nov 
19；富山． 
75) 能瀬さやか．思春期女子団員の健康管理について．平成 28 年度スポーツ少年団認定育成員研修会；2016 Nov 20；
東京． 
76) 能瀬さやか．女子アスリートの月経異常．日本助産師会助産力を高めるウィメンズヘルス研修会；2016 Nov 25；東
京． 
77) 能瀬さやか．コンディショニングのための月経対策．日本テニス協会第 43 回テニス・メディカルセミナ ；ー2016 Nov 
26；東京． 
78) 能瀬さやか．女性アスリートの健康支援・サポート体制等．日本体育協会第 2 回公認スポーツドクター研修会；2016 
Nov 27；滋賀． 
79) 能瀬さやか．サッカー選手の月経対策．日本サッカー協会女子 U-15 サッカー婦人科講習会；2016 Dec 3；大阪． 
80) 能瀬さやか．水泳選手の月経対策．日本水泳連盟；2016 Dec 16；静岡． 
81) 能瀬さやか．コンディショニングのための月経対策．日本アーチェリー連盟 U17 ナショナル合宿；2016 Dec 21；東
京． 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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